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抄録：
本セミナーは、東北大学歯学研究科で推進しておられる「インターフェイス口腔健康科

学」に基づく学術フォーラムとして行われる。演者は、たまたま同じkey wordである「イン
ターフェース」を掲げた歯科補綴領域の国際シンポジウムに参加したので、その内容と考
え方を紹介すると共に、シンポジウムで演者が発表した内容についても併せて紹介する。

このシンポジウムは、トロント大学歯学部のZarb教授の呼びかけにより、"On 
Biological and Social Interfaces in Prosthodontics"というタイトルで2002年11月トロントに
おいて開催されたもので、そのProceedingはInternational Journal of Prosthodonticsに
掲載されている。

４つのインターフェースとは、 １．Patient-Prosthodontist ２．Host-Implant ３．
Prosthetic Material-Oral Tissue ４．Occlusal Interface である。世界中からノミネートさ
れた30名余りのシンポジストに、シンポジウムの約１年前に各々のインターフェースに関
するトピックが与えられ、各シンポジストによる各トピックに関する文献レビューが事前に
参加者に配布され、各参加者があらかじめ内容について吟味した上でシンポジウムに参
加し、議論するというformatで行われた。

演者は、このシンポジウムのOcclusal Interfaceの中でBruxismと補綴に関するトピック
を与えられた。講演ではこのトピックに関する文献レビューおよびブラキシズムとオクルー
ザルスプリントに関する教室での研究についても紹介する。


